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軌道変動の観測�

•  2015/06/25 15:00 以降に、ときどき発生した。 
–  これより前は調整中だったので詳細は不明 
–  17:00以降は起きていない 
–  スクリーンモニタ  cam31 でみて動いている 

•  ダンプまで輸送は出来ていた 



軌道変動の原因？�

•  cERLの電磁石ログを調べたが、怪しいものは見つかっていない。 
•  おそらく外部磁場の影響だと考えている 
•  ただし、この時間帯にＫＥＫＢの電磁石は定常状態であったとの連
絡があった 

•  アーカイブからデータを拾ってきて軌道変化をプロットしてみる�





#20	  （BPM名PM22）では水平、垂直ともに軌道変動あり。	  
特に水平をみると徐々に励磁しているように見える。	



#21	  （BPM名PM23）でも同様	



#1	  (PM1)でも水平の変動は少しは見えている。大きくない。	



#2	  (PM2)	  で既に見えている。	



#3	  (PM3)	  でも明確	

傾きは 10sec	  移動平均に起因	



対策�

•  KEKBが動き始めれば、電流モニタは可能 
•  磁場センサをシールド内や天井などに設置して常時測定する？ 

–  2015/02/04～06  頃に測定したデータをみると、変更電磁石の影響は  
10～50 mGauss（1 ～ 5 μT）程度と考えている。 

–  増沢さんの見積では  200 mG程度（1000A, 距離  10 m ） 

–  地磁気程度(50-60 μT) の計測は磁気コンパス（3軸）で可能。安価な
（１０００円程度）シリアル(I2C)通信できる市販チップあり。シール
ド内ならば温度特性も問題無さそう。 

–  高精度ＤＣ測定は磁気センサを使用。少し高価なので１ヶ所のみ。 
–  より高感度にするにはＡＣ測定になる。 
–  クレーンを動かして検証してみたい 

•  軌道補正 
–  ゆっくりとした変動ならば可能 
–  プロファイル変化はどうしようもない 

•  Ｑ中心を通るようにすれば、プロファイル変化は無くなると期待？ 

–  CW運転時にもモニター可能�



センサ例�


